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クロード・ヴィアラ展

PARtt1 4月 16日 -25日
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クロー ド・ ヴィアラの最近作 束:里予尭テ同月 YOSHIAKI丁ONO

クロー ド・ヴィアラを南仏のカリフォルニ

アといわれる生まれ故郷ニームに訪ねたとき

(1982年 秋 )、 ア トリエに入って驚いた。ア ト

リエといっても二つあって、ひとつは、二―

ムの広場に面 した住居のアパー トにある、小

さなア トリエで、ここには、牛の骨や角、木

の枝、流木、鉄片、鉄の輪、石などをカーテ

ンの飾 り紐や縄や紐をくくりつけたオブジェ

がいたるところに吊るしてあった。ちょうど、

パ リのポンピドー・センターで、1966年 から81

年におよvい 大回顧展を終えたところで、 しば

らく絵をやめて、この種のオブジェを作 りつ

づけていると、作家は語った。絵の小さな切

れ端をオブジェと一緒に吊るしてあるものも

ある。ヴィアラは、 ドズーズ、パンスマン、

セ トウールらと、 シ`ューポール/シ ュルファ

ス″の運動を起こしていた60年代末から70年

代はじめ頃も、結び目に色を塗った紐や大き

な網を吊るした作品を作っているが、その頃

の試みは、カンヴァスが繊維で出来た布 とい

う支持体 (シ ューポール)であるという意識

が反映したもので、その繊維性ともいうべき

ものを拡大して見せたものだった。この観念

的な志向に比べると、最近のオブジェは、も

っと即物的というか、布と紐と木の枝がもの

として絡みあい、なじみ合っているように見

えた。

驚いたのは、もうひとつのア トリエの方で

ある。ニームで若い作家たちのア トリエをい

くつか訪ねた後に、車で父親の故郷オーベイ

近 くのエーグ=ヴ ィヴにある大きなア トリエ

まで ドライブした。もと葡萄酒の醸造工場だ

った、体育館ほどに大きい空間で、醸造用の

樽や機械がいくつかころがっている。ここに

は、大きなカンヴァスの作品が山と床に積 ま

れていて、まるで布の工場のようだ。 (そ うい

えばジーンズの布地のデニム ーdenlm― とぃう

名稗は、Serge de N↑ mes(ニーム産のサージ》
が英語化 したものである)。

山と積まれた布の作品を、ヴィアラが次々

に床にひろげては見せてくれるのが、ある種

のパフォーマンスのようで見事だった。同行

した横尾忠則が手を貸 して、かなり重い布を

うんうんいって運んでいたのも愉1央 だったが、

それは、本枠に張ったカンヴアスの作品 を

次々と壁に立てかけて見せられる、あのよく

ある経験とはちがって、もっとじかで手ざわ

りのある光景だった。布といっても、旧作が

薄手の白い布を使っていたのにたいして、近

作は、テント地やカーテンやタビスリーやパ

ラソルや敷物など、既成の厚手の布を使って

おり、それが、床にどさっと拠 り投げられ、

ほこりが立ち、ひろげられるのを百回近 く見

ただろうか。ヴィアラが、絵画を、断ちきら

れた聖域というべきイリュージョンの場から、

裏も表 もある触党的な布 という物に、沈み込

ませ、転位させたことが、このパフォーマン

スの中に、いきいきと見えてきたのである。

布には、例のパレット型が、くりかえされ、

じつにさまざまなヴァリエーションの色で塗

られている。タビスリーなどの模様がそのま

ま残ったものもあれば、パレット型を生地の

まま、残 して、まわりを塗ったものもある。

筆触は、以前よりも豪放 となり、それが分厚

い布の粗々しさと重なって、かなり粗暴で開

放的な作品が多い。

ヴィアラは、 じつに熱心に、休 まずに、布

を運び、ひろげ、たたむことを繰返 しながら、

息もきらさずに、いろいろなことを語ってく

れた。一 日に一枚 ぐらいはイ士上げるらしく、

描き出すと、ヽ出来るだけ考えないで素早 く描

くという。そして、既成の布の、それぞれに

ちがった模様や厚みや触感や物性が、パレッ

ト型をくりかえすというきめられたアクショ

ンに、その度にちがった抵抗を与え、それが

色彩や配置の向きやパターン間の距離を自然

に決定する、というのである。そこには、同じ

単位を次々と繰 り返す ミニマル・アー トと、

床にカンヴァスをひろげて身体ごと入って描

くアクション・ベインティングが、70年代の南

仏の画家の観念性と身体性の結合という形で、

独特に同化されていた。いや、南仏の原始遺

跡ガルガスの洞穴にある、原始人の手の押痕

に打たれたのが、この押印絵画のひとつの出

発点になったというのであってみれば、そこ

には、同じパターンと繰返すという装飾の原

理が、原始の身振 りをともなって、現代絵画

の領域で恢復されている、と考えた方が、よ

り自然だろうか。何百枚という布の作品が荒

々しく積まれてあるのを見ながら、ぼ くは、

ヴィアラが、世界中の表面あるものに、永遠

にパレット型を押 しつづけてゆく様を想像 し、

かれにとって、作品とは、その切れ端の部分

にしかすぎないのだろう、と思った。いや、

この身振 りの洗札を与えられることによって、

布が、世界の表面が、絵画となることによっ

て、立ち上 り、生き返って、見えてくるので

ある。

ヴィアラが、自分の作品を「仕事のイマー

ジェ(|'image du travall)」 だ、と言う意味も、

二一ムのア トリエで、あらためて分ったよう

な気がした。そこには「仕事」の見えない全

過程が、潜在的に想像域 として浸みこんでい

るのである。この言葉を作者は、ある対談で

こう説明 している。「絵画とは、それを支えて

いる空間の要約であり、それがひき起こした

身振 りの、仕事の、それを国む空間の、 じっ

さいの物理的な状況の、すべての要約なので

す。これらすべては、きわめて短い瞬間に強

烈にまぜ合わされ、その結果、作品が存在 し

ます。これらすべては、そこでは、ひとつの

眼差 しの、ひとつの記憶の時間であり、ほと

んど、ある反射の時間ですが、そこには、す

れすれの距離がある。……無数の眼差しが、こ

れらすべてが立ち上るときに、作品を生み出

してゆ くのです」。







|。  1983 108× 170

2. 1983 51× 40

3.1983 133× 93

4。  1983 107× 84

5。  1983 190× 80

6。 1983 89× 92

7. 1983 180× 80

8。 1983 40× 35

9。 1983 40× 30

10。 1983 40× 35

11。  1983 60× 175

12. 1982 40× 82

13. 1982 188× 120

14.1983 ‖2× 102

15。 1983 180× |10
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1968  ギャラリー・ジャン 0フ ルニエ (パ リ)。 セレ現代美術館 (フ ラ      1969 「シグマ」(ボル ド).

個  展

1966  ギャラリーA(ニース)。

ンス・セレ)。

1971  ギャラリー・ジャン・フルニエ。

プロン (ミ ラノ)。

1974  サンテチェーヌ1専物館 (フ ランス・サンテチェーヌ)。 ギャラリー・デ

ルタ (プ リュッセル)。 マラバールとギュネゴンド (ニース)。

1975 ギャラリー・ジャン・フルニエ。

1976  ピエール・マチス・ギャラリー (ニ ューヨーク)。 パレデ・ポザ

ール (プ リュッセル)。 ギャラリー A16(フ ランス・ベルビニャ

ン)。

1977  ギャラリー・ジヤン・フルニエ。ギャラリーCo M.(フ ランス・

サンテチェーヌ)。 ギャラリー・サンギーヌ(フ ランス・コリウル)。

ナンク芸術国際センター (フ ランス 0ゴールド)。 ギャラリー・

アタノール (マ ルセイユ)。 「クロー ド0ヴィアラ、痕跡 」 芸

術・歴史美術館 (フ ランス・シャンペリ)。

1979 ギャラリー 0ワ ンゼル (ハンブルク)。

リー (フ ランス・エクスラシャベル)。

ギャラリー ,ジ ャン・フルニエ。

1981  ギャラリー 0ア トリエ(ニ ース)。 鎌倉画廊 (東京)。 エース 0ギ

グループ展

1966 「インパクト」セレ彙術館 (セ レ).

第6回パリ・ピエンナーレ (パ リ)。

「現代絵画とは」ルアープル美術館 (ルアーブル)。

1971 「シュポール 0シュルファス」大学都市テア トル (パ リ、ニースλ

「夏の制作」ギャラリー・ジヤン・フルニエ (パ リ).

第 7回パリ・ビエンナーレ (パ リ).

1972 「フランス現代美術 12年」グラン・パレ (パ リ).

「アムステルダム、デュッセル ドルフ、パリJグッゲンハイム美

`相

館 (ニ ューヨーク).

1973 「観念的レアリテ・感覚的レアリテ」サンテチエーヌ博物館 (サ

ンテチェーヌ)。

「差異の視覚」現代芸術センター(C.A.Po C.)(ポ ル ド)。

ャラリー (ニ ユーヨーク)。

「フランスの新しい絵画、実践と理論」サンテチエーヌ博物館

(サ ンテチエーヌ)。

1975 「 12X I」 ヨーロパリア・75パレ・デ0ポザール (プ リュッセル)。

「芸術家/職人 ?」 アール・デ・コラティーフ美術館 (パ リ)。

1978 時代の証言―パリ・ビエンナーレ.59-・ 73西武美術館(東京)。

「空間/自然」Co A.Po C。 (ポルド)。

1973  ギャラリー・ジャン・フルニエ。ギャラリー・ダニエル・タン      1970 「シユポール・シュルフアス」パリ近代美術館 (パ リ)。

1978 ギ■ラリー・アルタ (ジ ュネープ)。 文化会館 (オルレアン)。 セ      1974 「フオシエー、アンタイ、ルアン、ヴイアラ」ビエルマテス・ギ

1980  Co A.P.C・ (現代芸術センター)(ポル ドー)。 ニュー・ギャラ      1977 「ニース(派 )に関して」ポンピドー芸術文化センター (パ リ)。
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製 作 鎌倉画廊

中央区銀座7‐ 10-8 平方ビルlF
03-574-8307   (日 曜休み)

鎌 倉 画 廊
ャラリー (カ リホルニア)。 エース・ギャラリー(バンクーバー)。       1980 「新野獣派」ニューギャラリー (エクスラシヤベル)。

1982 ギャラリー・ウェンツェル(ケ ルン)。 レオ・カステリ(ニューヨ ベニス・ビエンナーレ'80(ベニス)。

―ク)。 ポンピドーセンター(パ リ)。 ボガァル美術館 (モ ントリオ      1981 「バロック81」 パリ近代美術館。

―ル )。

1983 市摘 轟嗜(デュッセル ドルフ)。 ウオン 。ギャラリー (ソ ウル)。

1983 サンパウロ・ ビエンナーレ。
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